
 

 

 

 

平成 28 年度 

岐阜県統計グラフコンクール作品集 

 

 

 

 

 

岐阜県環境生活部統計課



平成２８年度応募作品数と入賞点数 

 

○応募作品数及び入賞作品数 

 

区       分 
応 募 数 

入賞点数 
人 数 作品数 

第１部（小学校１・２年生の児童） ２８４ ２８４ ２０ 

第２部（小学校３・４年生の児童） ３１２ ３１１ ２０ 

第３部（小学校５・６年生の児童） ２０８ ２０７ ２１ 

第４部（中学校の生徒） １４９ １３３ １４ 

第５部（高等学校以上の生徒・学生・一般） １ １ １ 

パソコン統計グラフの部（小学校の児童以上）  ５４ ５４ ９ 

合        計 １,００８ ９９０ ８５ 

 

 

○入賞区分内訳（作品数） 

 

入賞区分 第１部 第２部 第３部 第４部 第５部 
パソコン統計

グラフの部 
計 

岐阜県知事賞 １ １ １ １ ０ １ ５ 

岐 阜 新 聞 ・ 

ぎふチャン賞 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

６ 

入    選 ３ ３ ３ ３ ０ ３ １５ 

佳    作 ５ ５ ５ ３ ０ ２ ２０ 

奨 励 賞 １０ １０ １０ ５ ０ ２ ３７ 

危機管理部長賞 ０ ０ １ １ ０ ０ ２ 

計 ２０ ２０ ２１ １４ １ ９ ８５ 
  



平成２８年度岐阜県統計グラフコンクール審査結果について 

 

 

○ 主 催 岐阜県 

 

○ 後 援 岐阜新聞・ぎふチャン、岐阜県教育委員会、岐阜県小中学校教育研究会 

 

○ 目的等 本県における統計知識の普及と統計の表現技術の研さんを目的に、全国コ

ンクール推薦作品の選考を兼ねて毎年開催 

 

○ グラフの課題及び評価のポイント 

全国コンクールに準じる 

 

○ 審査委員 統計調査員代表者 ┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅ １名 

県小中学校教育研究会推薦者（教員） ┅┅┅┅┅┅┅┅┅  ３名 

県教育委員会教育研修課（教員） ┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅  １名    ７名 

岐阜新聞社（NIE担当） ┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅  １名 

県統計課職員（教員）  ┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅  １名 

※ 岐阜県危機管理部長賞については、危機管理部において審査した 

 

○ 応募作品数の推移 

 

 第１部 

(小 1･2) 

第２部 

(小 3･4) 

第３部 

(小 5･6) 

第４部 

(中学) 

第５部 

(高校一般) 

ﾊﾟｿｺﾝ統計 

ｸﾞﾗﾌの部 
計 

平成２６年度 260  301  244  142  3  67  1,017  

平成２７年度 280  295  217  130  2  62  986  

平成２８年度 284  311  207  133  1  54  990  

 

○ 入賞区分及び入賞作品数 

 

入賞区分 
第１部 

(小 1･2) 

第２部 

(小 3･4) 

第３部 

(小 5･6) 

第４部 

(中学) 

第５部 

(高校一般) 

ﾊﾟｿｺﾝ統計 

ｸﾞﾗﾌの部 
計 

岐阜県知事賞  １  １  １  １ ０    １   ５ 

岐 阜 新 聞 ・ 

ぎふチャン賞 
   １    １    １  １ １ １   ６ 

入 選  ３  ３  ３  ３ ０ ３ １５ 

佳 作  ５  ５  ５  ３ ０ ２ ２０ 

奨 励 賞 １０ １０ １０  ５ ０ ２ ３７ 

危機管理部長賞  ０  ０  １  １ ０ ０  ２ 

計 ２０ ２０ ２１ １４ １ ９ ８５ 

 

※ 上位２６点（知事賞５点、岐阜新聞・ぎふチャン賞６点、入選１５点）を全国コンクールに推薦 



 

 

平成２８年度岐阜県統計グラフコンクール  審査委員講評  

 

総  評  

 

 岐阜県統計グラフコンクールは今年度で６４回目を迎えました。その歴史は古く、

審査を行いながら、本コンクールが岐阜県の伝統として深く根付いていることを出

品作品一つ一つから強く感じました。  

本県の作品は、全国コンクールにおいても毎年高い評価を得ており、その質の高

さが全国からも注目されております。昨年度も、本県の入賞作品２７点を出品し、

８名の方が受賞（入選２名、佳作６名）されました。これもひとえに、関係者の方々

が統計知識の向上と統計の表現技術の向上を目的とした本事業の趣旨をご理解い

ただき、積極的に啓発及び指導いただいた成果だと感謝しております。  

さて、今年度は、県内各地から９９０点の作品が寄せられました。題材では、学

校や家庭に関する内容、地域に関する内容など、身近な話題をテーマに取り上げた

作品から、健康や防災に関する内容、福祉に関する内容など、今日的な話題をテー

マに取り上げた作品まで、多岐にわたり、出品されました。  

全体的には、応募された学年、年齢に応じたテーマの設定がなされており、時間

をかけてじっくり取り組まれていることが、グラフの色や配列の仕方の工夫から伝

わってきました。また、単に何かを調べたり、観察したりするだけでなく、そこか

ら何を伝えたいのか、タイトルの言葉一つ一つまでこだわり、限られた用紙の中に

込めた作者の強い主張や熱意、そして感性や努力をも感じる力作が数多くありまし

た。  

 

作品の各部ごとの概要は次のとおりです。  

第１部  「言って言われて  えがおいっぱい  ポカポカことば」「もりもりたべて

おおきくなろう！－めざせ！！６ねんせい！－」など、学校や身近な生活

の中から興味を持ったことを題材として調べ、まとめた作品が数多くあり

ました。 

第２部  家族の絆について考えた作品「もっと  お話聞いて！」、健康の大切さを

主張した作品「頭も体もスッキリ元気！  すいみんって大事だね！！」な

ど、自分の日常生活の中の疑問や大切にしたいことを題材として調べ、ま

とめた作品が数多くありました。  

第３部  「地震  その時あなたは？」「超高齢化社会  どう考える」など、身近な

生活場面から、自然災害や社会情勢などに視野を広げ、他人事で考えるの

ではなく、自分たちにできることは何かを主張した作品が見られました。 

第４部  「人類の希望？脅威？  ～人工知能に負けるな！～」など、将来に起こ



 

 

り得る課題を題材にしたり、出典を明確にした統計資料を活用したりする

など、発達の段階の高まりを感じた中学生らしい作品が数多く見られまし

た。  

第５部  児童虐待の現状に対する危機感を主張した作品「児童虐待とその対策

は」が出品されました。グラフからどんな対策が考えられるのか、標題の

言葉にこだわることで、主張点を明確にした作品に仕上げられていました。 

パソコン統計グラフの部  

小学生から高校生まで幅広い年代から調査した作品「「ストレス」はあ

る？どこにある？」など、主張点を明確にするために、パソコンの機能

を生かしてグラフを選択したり、配置を工夫したりした作品が見られま

した。 

 

最後にさらにより主張点が明確になり、よりよい作品にするために気を付けると

よいことについて何点か示します。これらのことに留意し、来年度も優れた作品が

多数出品されることを期待します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

【グラフの正確性】 

・活用しているグラフがどの種類（「長さ」「面積」「体積」「角度」「傾き」

「個数」）で表すのかを明確にし、正しく表現しましょう。 

・グラフを立体で表す時には、グラフの基準の位置や目盛り、角度によるズ

レなどに気を付け、正確に表しましょう。 

 

【構成・レイアウト】 

・主張点が伝わるタイトルを設定していきましょう。そのために、設問にス

トーリー性を持たせたり、矢印や配置によってつながりを持たせたりする

とより主張点が明確になりやすいです。 

・他の人にみてもらうことを考えて、文字やグラフの大きさ、形、色使い、

配置などにも気を付けましょう。 

 

【その他】 

・第三者が作成した著作物の使用は、利用許諾の有無にかかわらず、実施要

領で禁止されていますので、注意しましょう。（第三者が作成したイラス

トや写真、ホームページに掲載されているグラフをそのまま転載した例が

ありました。） 



第１部  岐 阜 県 知 事 賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名   言って言われて えがおいっぱい ポカポカことば 

学校名   大垣市立南小学校 

学 年   ２年 

氏 名   草野 隼人 

○ 講 評 

笑顔いっぱいポカポカことばは、

人の気持ちを温かくさせます。「友

達や先生、家族から言われてうれし

い言葉は何ですか」の質問から、た

くさんのポカポカ言葉があること

が分かりました。ポカポカ言葉を使

ったり、言われたりすると、誰もが

うれしい気持ちになることが分か

る作品です。 

どんなポカポカ言葉を言われた

いか、言われてどんな気持ちになる

か、さらに、みんながポカポカ言葉

を話せるようになるにはどうした

らよいかと今後の取り組み方につ

いても調査されています。また、グ

ラフ１つ１つにも工夫が見られ、と

ても見やすい作品です。 



第１部 岐阜新聞・ぎふチャン賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名  もりもりたべて おおきくなろう！ 
－めざせ！！６ねんせい！－ 

学校名  大垣市立中川小学校 

学 年  １年 

氏 名  可兒 柚未莉 

○ 講 評 

 学校での楽しみの１つである給食

を残さず食べたいという思いがとて

もよく伝わってきます。 

 「時間までに残さず食べられます

か」という質問には、６年生と比較し

て、いいえの人数が多いことから、そ

の理由を調査するなど、順序立てて分

かりやすく構成してあります。また、

少しでも残さず食べるためにはどん

な工夫をしているのかを調査するこ

とで、もりもり食べて大きくなろうと

いう気持ちが伝わってきます。 

 ６年生にあこがれをもち、給食を通

して少しでもお兄さん、お姉さんに近

づきたいという低学年らしい作品に

なっています。 



作品名 けんかもするけど ともだちだいすき！ 

学校名 大垣市立北小学校 

学 年 １年 

氏 名 棚橋 建心 

作品名 とおくても同じ二年生 

学校名 大垣市立小野小学校 

学 年 ２年 

氏 名 伊藤 清一 

第１部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 講 評 

 小学校に入学して半年、たくさんの友達ができたことがよく分

かる作品です。「どうやって友達になりましたか」の質問から、

席が近いことやグループが同じなど、近くにいることや話す機会

があることが友達になるきっかけになるというところが低学年

らしく、かわいらしさが伝わってきます。さらに、「どうやって

仲直りしましたか」の質問では、自分からあやまる人数や相手か

らあやまった人数が多いことから、お互いに早く仲直りがしたい

ことがよく分かります。 

 たくさんの友達のイラストからも友達について考えさせられ

る作品になっています。 

○ 講 評 

とおくても同じ２年生というタイトルにあるように、アメリカ

ミシガン州のノヴァイウッズ小学校の２年生の生活について調

査･比較されていて、とても興味深い作品です。「朝ごはんは何を

食べるのか」の質問では、アメリカより日本の方がパン食が多い

ことには驚きました。また、「すきな給食は？」の質問では、日本

は「カレー」、アメリカは「ピザ」が一番多く、日本とアメリカの

学校らしさが分かりました。 

総合的に見てみると、とおくても、やはり同じ２年生であるこ

とがよく分かる作品です。 



作品名 だいすき おじいさん 

 おばあさん 

学校名 大垣市立西小学校 

学 年 １年 

氏 名 牛田 帆香 

作品名 くるま いっぱい わたし 

    みえてますか？！ 

学校名 大垣市立北小学校 

学 年 １年 

氏 名 菊池 禾子 

作品名 教えて！！ ２年生 時間と生活  

学校名 大垣市立赤坂小学校 

学 年 ２年 

氏 名 江崎 絢音 

第１部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１部 佳作                  第１部 佳作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 講 評 

 何時に起きて、何時に寝るか。また、宿題にかかる時間、テレ

ビゲームは１日どれくらいするのかについて調べ、２年生の実態

がよく分かる内容になっています。 

 太陽や月、鉛筆など、質問に合わせた工夫されたグラフが用い

られていて、とても見やすくなっています。また、「自由な時間が

あったら何をしたいか」の質問では、低学年らしい項目を風船の

形で表現されています。 

 自分たちの時間の使い方と生活について再確認させられる作品

になっています。 



作品名 たのしい？たいへん？！ 

がんばってるよ！ならいごと 

学校名 大垣市立小野小学校 

学 年 ２年 

氏 名 大窪 希 

作品名 「大きくなあれ！」ぼくのやさい 

学校名 大垣市立興文小学校 

学 年 ２年 

氏 名 矢野 遼一 

作品名 ぐっすりねむっておおきくなぁ～れ 

学校名 大垣市立荒崎小学校 

学 年 １年 

氏 名 小林 咲希 

第１部 佳作        第１部 佳作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１部 佳作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１部 奨励賞 

作　　　　　品　　　　　名 学　　校　　名 学年 氏　　名

ワクワクドキドキ　はやくあしたにな～
れ！！　みなみっこ１ねんせい

大垣市立南小学校 小１ 堀内　彩希

まいにちかぞえたよ　しんぶんのチラシし
らべ

大垣市立安井小学校 小１ 矢野　七彩

１ねんせい　しゅくだい　がんばってま
す！！

大垣市立小野小学校 小１ 梅村　莉緒

どんないきものかってるの？ 大垣市立小野小学校 小１ 髙橋　祐貴

１ねんせいのはってぐらぐら 本巣市立席田小学校 小１ 山田　恭慈

たくさん本を読みたいぞ！ 大垣市立興文小学校 小２ 川瀨　麻菜

どんどんのびるよ！わがやのグリーンカー
テン

大垣市立江東小学校 小２ 北浦　果奈

県名いろいろランキング 大垣市立中川小学校 小２ 戸川　紗季

あったかいことばで心がぽっかぽか 大垣市立中川小学校 小２ 山村　俊介

かぞくのせんたくものしらべ 大垣市立赤坂小学校 小２ 中嶋　亜弥香
 



第２部  岐 阜 県 知 事 賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名   もっと お話聞いて！ 

学校名   岐阜市立長良東小学校 

学 年   ３年 

氏 名   小川 和奏 

○ 講 評 

 「もっとお話聞いて！」という作

者の主張がしっかり伝わってくる作

品です。主張につながる観点で仲間

に質問し、グラフを作成しているこ

とや、作成したグラフを順序よく配

列していることが、主張がしっかり

伝わる理由として挙げられます。 

 ４つの棒グラフは、男子と女子の

配色や、目盛り線の取り方が統一さ

れており、見て分かりやすい作りに

なっています。円グラフの中にいる

男の子と女の子のイラストが「もっ

とお話聞いて！」という主張につな

がっている等、イラストも効果的に

用いられています。 

細部まで丁寧に仕上げてあり、完

成度の高い作品です。 



第２部 岐阜新聞・ぎふチャン賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名  頭も体もスッキリ元気！ すいみんって大事だね！！ 

学校名  大垣市立小野小学校 

学 年  ４年 

氏 名  則武 一哉 

○ 講 評 

 目覚まし時計をモチーフにした

円グラフから始まり、朝スッキリ起

きている人といない人を左右に分

けてグラフを位置付け、最終的に自

分たちの生活をどうしていくべき

かという一つの結論（グラフ）にま

とめてあります。 

グラフとグラフをつなぐ矢印も

含め、構成がすばらしい作品であ

り、伝えたいことに対する説得力が

高い作品です。一つ一つのグラフが

丁寧に作成されており、目覚まし時

計や校舎等も左右対称に描かれて

いるなど、イラストの形状や配置に

も工夫が見られます。 

⑥のグラフの内容とタイトルが

より直結していると、伝えたいこと

の根拠がさらにはっきりします。 



作品名 家族の会話大切に －ふかめよう心の絆－ 

学校名 大垣市立東小学校 

学 年 ３年 

氏 名 佐藤 扇千 

作品名 大垣市の特産品 かみつれ生産日本一!!  

学校名 大垣市立日新小学校 

学 年 ４年 

氏 名 奥田 瑶 

第２部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第２部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 講 評 

 一番下のグラフと、タイトルとのつながりが分かりやすく、「会

話が家族の絆を深める。」という主張がよく伝わる作品です。上側

の左右に伸びる棒グラフでは、今の実態が左に、これからの期待が

右に分けられているなど、グラフの配列がよく工夫されています。

棒グラフの各項目にイラストがあることも作品の分かりやすさに

つながっています。 

棒グラフを立体的に描こうとすることで、かえって分かりやすさ

や正確性が損なわれてしまう場合があるので気をつけたいです。 

○ 講 評 

 まず、「かみつれ」という自分たちの地域の特産品をテーマにす

る着眼点が素晴らしいです。また、その特産品をもっと知ってほし

いという願いが、かみつれの花を円グラフと見立てる工夫や、「も

っと有名にするには」という質問の設定につながっており、自分の

願いが作品にしっかり貫かれています。 

「生産者が大変な作業は？」について、回答しているのが生産者

の声なのか、学習者の感想なのかが分かりづらかったです。初めて

見る人が分かりやすいと思えるようにするとより良くなります。 



作品名 見つけよう！みんなのいいところ 

かがやき見つけ 

学校名 大垣市立安井小学校 

学 年 ３年 

氏 名 後藤 功聖 

作品名 小学生もいそがしい 

学校名 大垣市立南小学校 

学 年 ３年 

氏 名 中島 双葉 

作品名 わたしたちの大垣 

    ～水がキレイで住みやすいまち～ 

学校名 大垣市立中川小学校 

学 年 ４年 

氏 名 中川 桜雪 

第２部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

第２部 佳作                第２部 佳作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 講 評 

 大垣市の魅力がよく伝わってくる作品です。 

 棒グラフは、数値が大きいものから順に並べる等、グラフを書く

際に気を付けるべきことをしっかり意識されています。また、そう

することで、できたスペースにイラスト等を効果的に配置する工夫

もされています。 

 「これから大垣市がどうなって欲しいか」という質問からさらに、

「そのために自分たちはどうするべきか」まで踏み込んでみると、

より自分たちの問題として主張できます。 



作品名 自分のために 人のために 

防災に関心を持とう 

学校名 大垣市立北小学校 

学 年 ４年 

氏 名 西村 健 

作品名 もしもじゃない！？地震 

学校名 大垣市立中川小学校 

学 年 ４年 

氏 名 竹中 結彩 

作品名 朝 すっきり 自分でおきよう！！ 

学校名 大垣市立安井小学校 

学 年 ３年 

氏 名 田中 美羽 

第２部 佳作                第２部 佳作 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

第２部 佳作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２部 奨励賞 

   

作　　　　　品　　　　　名 学　　校　　名 学年 氏　　名

ほかほかことば　えがおの花ふやそうね 岐阜市立合渡小学校 小３ 加来　等々

宿題はいかがですか 大垣市立日新小学校 小３ 牧野　凪高

集まれ！体育大好きっ子！ 大垣市立安井小学校 小３ 古川　慶

目指せ！金メダル！ 大垣市立宇留生小学校 小３ 後藤　怜音

水 の 都  大 垣 の 水 っ て ど ん な 水大垣市立静里小学校 小３ 菱田　陸人

おしえて！先生 大垣市立小野小学校 小３ 平佐　歩夢

テントウムシ育てて分かった大発見 大垣市立荒崎小学校 小３ 北嶋　十都

みんな大丈夫？　自転車の乗り方 岐阜市立三里小学校 小４ 阪井田　菜々美

小学生・中学生の違いは？ 大垣市立江東小学校 小４ 吉仲　莉子

太陽はありがたいよう！ 大垣市立荒崎小学校 小４ 廣瀬　陽大
 



第３部  岐 阜 県 知 事 賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名   地震 その時あなたは？  

学校名   大垣市立宇留生小学校 

学 年   ５年 

氏 名   奥村 空 

○ 講 評 

防災という重い内容のテーマであ

るものの、効果的なイラストや穏や

かな色遣いによって見る人をひきつ

け、様々な質問から防災について考

えさせられる優れた作品です。 

地震はこわいと思った人にどんな

事がこわいか尋ねるなど、質問を複

線化しておくことで、地震に対する

意識がより立体的に浮かび上がって

きています。アンケートの結果を棒

グラフや円グラフを効果的に使っ

て、見やすくまとめられています。

避難場所や備蓄についての質問から

防災に対する意識が明確になり、今

後の指針も見えてきています。 



第３部 岐阜新聞・ぎふチャン賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名  超高齢化社会 どう考える 

学校名  岐阜市立合渡小学校 

学 年  ６年 

氏 名  加来 玲等 

○ 講 評 

今後さらに加速する高齢化社会に

ついて現状をとらえ、自分たちのでき

ることについてまとめた主張性のあ

る作品です。 

「高齢化社会と感じることはあり

ますか」の質問で終わるのではなく、

「高齢化率が高いと感じるのはどん

な時ですか」と深まりのある質問を設

定したことで、高齢化に対する意識が

より明確になっています。「今、ぼく

達ができること」の質問から、小学生

の時から考えることが大切だという

作者の意図が伝わってきます。 

内容に応じてグラフを使い分け、配

色やイラストを効果的に用いること

で、見やすい作品となっています。 



作品名 ～伝えよう～ わが街のすばらしさ in 岐阜 

学校名 岐阜市立合渡小学校 

学 年 ５年 

氏 名 加来 勇等 

作品名 知っておこう！～いざというときのために～ 

公衆電話 

学校名 大垣市立中川小学校 

学 年 ５年 

氏 名 青木 美樹 

第３部 入選 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 講 評 

 岐阜市への思いが強く伝わる作品です。岐阜

市をよりよい街にしたい、伝統を守っていきた

いという強い気持ちをグラフでうまく表現し

ています。 

 自分の学校の同学年へのアンケート調査に

よって、身近な仲間の岐阜市に対する意識を明

確にすることができました。調査内容に応じ

て、グラフを使い分け、グラフの配置や配色、

丁寧な文字に気を配るなど、見る者をひきつけ

る作品となっています。 

○ 講 評 

作品全体のレイアウトを公衆電話に見立て、何について伝え

たいのかわかりやすい作品となっています。 

中心に公衆電話の設置数と携帯電話の加入契約数の推移が示

してあり、問題の実態がわかりやすくとらえられています。公

衆電話のある場所や公衆電話の使用状況のアンケートから、公

衆電話に対する実態がより切実に伝わってきます。棒グラフ、

折れ線グラフ、円グラフというさまざまなグラフが目的にあっ

た内容で使われています。 



作品名 あなたの家は大丈夫？ 

災害対策 増える自然災害に備えて 

学校名 大垣市立赤坂小学校 

学 年 ６年 

氏 名 樋口 実伶 

作品名 おいしいごはんをいただきます 

～美味しさ向上！！日本のお米～ 

学校名 大垣市立安井小学校 

学 年 ５年 

氏 名 箕浦 日和 

作品名 ぼくら未来のアスリート 

学校名 本巣市立席田小学校 

学 年 ５年 

氏 名 登尾 修也 

第３部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３部 佳作         第３部 佳作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 講 評 

 学級の仲間の災害対策に対する考え方がよくわかる作品です。 

避難訓練の必要性は全員が認めているものの、防災セットを準

備できている人は半分以下であるなど、災害対策についての意識

が浮き彫りとなっています。調査内容によって、棒グラフや円グ

ラフなどを使い分けることで、調査結果がわかりやすくまとめら

れています。グラフは、濃淡を変えることで全体的に見やすくな

る工夫がなされています。 



作品名 教えて先輩！中学校生活 

学校名 岐阜市立長良西小学校 

学 年 ６年 

氏 名 寺本 杏樹 

作品名 心の声、聴かせて！ 

学校名 大垣市立中川小学校 

学 年 ６年 

氏 名 林 萌絵 

作品名 食べられるのに捨てられる 

「食品ロス」をへらそう!! 

学校名 大垣市立青墓小学校 

学 年 ６年 

氏 名 船田 悠斗 

第３部 佳作          第３部 佳作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３部 佳作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３部 奨励賞 

作　　　　　品　　　　　名 学　　校　　名 学年 氏　　名

がんばってるよ　習い事 岐阜市立長良西小学校 小５ 武井　聡哉

どこまで進む！？温暖化 大垣市立興文小学校 小５ 川瀨　綾乃

お父さんお母さんにものもーす 大垣市立江東小学校 小５ 和泉　侑希

オリンピックの夏　あなたはスポーツが好
き？

大垣市立墨俣小学校 小５ 栗田　温香

不安な日本の食料事情　地場産物の活用を 大垣市立多良小学校 小５ 三輪　諒輝

見つけよう！心に響く本との出会い 大垣市立西小学校 小６ 西　航世

もっと関心を持とう日本の選挙ムダにしな
いで未来を築く一票

大垣市立南小学校 小６ 岩下　菜々香

めざせ！みんなが利用しやすい図書室 大垣市立北小学校 小６ 𠮷田　明香里

知って防ごう熱中症！ 大垣市立安井小学校 小６ 岡田　桃奈

わくわく　どきどき　もうすぐ中学生 大垣市立宇留生小学校 小６ 山田　悠花
 

 

第３部 岐阜県危機管理部長賞 

作　　　　　品　　　　　名 学　　校　　名 学年 氏　　名

キケン！　熱中症 大垣市立宇留生小学校 小5 早野　碧人
 

 



第４部  岐 阜 県 知 事 賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名   人類の希望？脅威？ ～人工知能に負けるな！～ 

学校名   大垣市立興文中学校 

学 年   １年 

氏 名   矢野 詩央里 

○ 講 評 

人工的にコンピュータ上などで

人間と同様の知能を実現させよう

という試みやそのための一連の基

礎技術を指す「人工知能（ＡＩ）」

が、将来的に人類の希望となるのか

脅威となるのかを、経済産業省の動

向調査をもとにまとめた作品です。 

左側に人々が人工知能に対して

期待すること、右側に脅威に感じて

いることを配置し、対比的に見るこ

とができるように工夫しています。 

それだけではなく、将来どのよう

な職業が人工知能を搭載したロボ

ットたちに代わられるのか、そし

て、そのような社会の中で人間はど

のような力をつけていくべきかと

いう人類に対する提言といえる作

品に仕上がっています。 



第４部 岐阜新聞・ぎふチャン賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名  ドライバーの高齢化 ～事故増大の現状と安全対策～ 

学校名  大垣市立東中学校 

学 年  １年 

氏 名  箕浦 千尋 

○ 講 評 

 近年多発している高齢者による自

動車事故の問題を取り上げ、６５歳以

上の高齢者ドライバーと中学生にそ

れぞれアンケートを取り、その現状と

安全対策についてまとめた作品です。 

 上段には、高齢者ドライバーの置か

れている現状を意識調査からまとめ、

そのような現状から事故件数におけ

る高齢者の割合が増加しているグラ

フを中段に配置し、問題の因果関係を

提示する工夫がなされています。続く

下段には、中学生がそのような現状を

どのように感じていて、どのような安

全対策が必要かを提言しています。 

高齢化社会を迎えている日本社会

に対して、相互理解を図り共生してい

こうとする意志を感じる作品に仕上

がっています。 



作品名 一学期を振り返って 

中学生活を最高のものに！ 

学校名 岐阜市立岐阜西中学校 

学 年 １年 

氏 名 前島 稚祥輝 

作品名 おなかの赤ちゃん 私達にも守れます 

学校名 大垣市立西中学校 

学 年 １年 

氏 名 田口 礼華 

第４部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

第４部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 講 評 

 中学校に入学して１学期を終えた１年生１１２人にアンケートを

取り、様々な活動を通して何を感じ、今後どうなっていきたいかをま

とめた作品です。 

 宿泊研修、部活動、期末テストの３つを取り上げ、そこで感じた生

徒たちの声をまとめるだけではなく、そのことが今後にどう生かされ

ていくのかを問うことで、活動の意味や意義を感じることができるよ

うになっています。それぞれのアンケート内容を男女で分けてグラフ

でまとめているので、男女の意識の違いも理解し合うことができる作

品です。 

 

○ 講 評 

 妊婦さんたちが地域の中でどのようなことを感じ生活をしている

のかや、妊婦さんたちのために中学生は何ができるのかをまとめた

作品です。 

 小さなお子さんを抱えるお母さん方にアンケートを取り、グラフ

にまとめているので、妊婦さんたちが感じていることがよく分かり

ます。『妊娠中に外出先でこんな風にしてもらえたら嬉しい事』のグ

ラフは、見た人が今後そうしたいと思えるものになっています。誰

もが住みよい社会を実現するために、様々な人たちの思いを知るこ

とが出来る素晴らしい作品です。 



作品名 統計グラフは僕の人生の宝物 

学校名 大垣市立南中学校 

学 年 ３年 

氏 名 唐田 弦人 

作品名 同級生の夢変化 

学校名 岐阜市立長良中学校 

学 年 ２年 

氏 名 武井 優馬 

作品名 熱中症ゼロへ 

学校名 大垣市立興文中学校 

学 年 ２年 

氏 名 渡部 真 

第４部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４部 佳作          第４部 佳作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 講 評 

 統計グラフコンクールにかける熱い思いが、この作品すべてから

強く感じることができます。統計グラフコンクール作品のテーマが

「統計グラフコンクールについて」であり、小中学生７０４人とい

う膨大な数のアンケートを取りグラフにまとめています。統計グラ

フは大変だけれど、この活動を通して学べること、成長できること

を提示しています。また、自分自身が小学生から中学生まで統計グ

ラフコンクールに参加して、今までお世話になった方々へのお礼も

載せており、まさにこれまでの集大成といえる作品です。 



作品名 動かせ未来！１８歳選挙権始動 

学校名 大垣市立西部中学校 

学 年 ３年 

氏 名 鹿野 紗友美 

第４部 佳作 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４部 奨励賞 

作　　　　　品　　　　　名 学　　校　　名 学年 氏　　名

足りていますか？「睡眠時間」 大垣市立東中学校 中１ 松岡　祐里奈

日本の救世主　外国人労働者
～現状・課題～

大垣市立興文中学校 中２ 松下　佳乃子

考えてみよう　１８歳選挙権
～中学生の今できること～

大垣市立東中学校 中２ 片岡　奈々美

次世代を担う中学生～私たちも１８歳選挙
権制度について考える～

大垣市立西中学校 中２ 奥田　溫

～地球からのＳＯＳ！！～
私たちの未来はどうなる？

大垣市立東中学校 中３ 鈴村　香乃
 

 

第４部 岐阜県危機管理部長賞 

作　　　　　品　　　　　名 学　　校　　名 学年 氏　　名

わたしたちの防災意識 大垣市立西部中学校 中1 北嶋　真千
 



第５部 岐阜新聞・ぎふチャン賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名  児童虐待とその対策は 

住 所  郡上市 

氏 名  山田 和夫 

○ 講 評 

 児童虐待の実態とその対策につい

て、厚生労働省などのデータをもとに

グラフ化した作品です。丁寧な文字や

グラフの配色が、見る者を作品にひき

つけていきます。 

最初に、児童相談所における虐待相

談件数と虐待の内容相談の内訳を提

示することで、見る者に児童虐待への

関心を高めています。虐待者の半分以

上が実母であることや、被虐待児の約

２割は３歳未満であることが円グラ

フから分かります。 

そして、３００万円未満の世帯収入

の２５％が虐待群にあることを示し、

児童虐待の問題の深刻さを浮き彫り

にしています。 



パソコン統計グラフの部  岐 阜 県 知 事 賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名   「ストレス」はある？どこにある？ 

学校名   大垣市立西部中学校 

学 年   １年 

氏 名   後藤 利乃音 

○ 講 評 

 児童・生徒のストレスについて様々な観点から調べ、今後の私たちの生活の指針の一つとなる作

品です。パソコンの機能を上手く使い、多種に及ぶデータをグラフ等に見やすくまとめてあります。 

 ストレスの有無や対象について学年別の集計も行うことで、発達段階の傾向が浮き彫りとなって

います。また、ストレス発散法や相談相手について調べた結果を、学年ごとの積上げグラフにする

ことで、学年の傾向までとらえられる工夫がされています。全体的に色の統一感をもたせる工夫が

されており、見やすい作品に仕上がっています。 



パソコン統計グラフの部 岐阜新聞・ぎふチャン賞 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名  どう思う？女子の制服スカート事情～中学入学を控えて～ 

学校名  大垣市立江東小学校 

学 年  ６年 

氏 名  戸谷 清華 

○ 講 評 

 女子の制服という身近な話題から

スタートし社会問題にまで踏み込む

など、さまざまな事を考えさせられ

る作品となっています。 

逆の制服についてどう思うかや、

男子のズボンについて聞くなど、さ

まざまな観点からアンケートを行う

ことで調査に深まりを与えていま

す。 

また、円グラフを複数絡めて使っ

たり、男女別に集計したりすること

で、細かな傾向まで読み取れる配慮

がなされています。バックが黒の配

色であるものの、グラフや字を明る

い色にするなどを工夫することで、

全体として見やすい作品となってい

ます。 



作品名 男女別リサイクル意しき調さ 

学校名 大垣市立南小学校 

学 年 ４年 

氏 名 髙井 萌衣 

作品名 中学二年生の本音、男女の違い 

学校名 大垣市立西部中学校 

学 年 ２年 

氏 名 川合 愛紗 

パソコン統計グラフの部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン統計グラフの部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 講 評 

 自分の学年のリサイクルの意識について調べ、今後の社会の在り方に

ついて考えさせられる作品です。 

ゴミを減らすためにやっている事とこれから取り組む事の２面からアン

ケートをとり、男女別にまとめることで、リサイクルに対する意識がより明

らかになっています。半円グラフや帯グラフなど、パソコンの機能をうま

く使い、男女の違いがみやすくなる工夫がなされています。 

○ 講 評 

 現在の中学校二年生の本音について携帯の使用実態を中核とし

て調べた作品です。 

 ＬＩＮＥのメリットとして友達との交流が出来る一方で、勉強

の時間に影響するデメリットも感じていることを読み取ることが

できます。成績を上げることや相談できる人などについて調べた

ことを男女別にまとめることで、男女の違いが浮かび上がってき

ています。 

さまざまなグラフを目的に応じ、パソコンの機能を有効に使い

ながら作品が仕上げられています。 



作品名 経験いっぱい小学校 

ワクワクドキドキ中学校 

学校名 大垣市立南小学校 

学 年 ６年 

氏 名 髙井 七夏 

作品名 最後の中体連～勝てなかった一人の相手～ 

学校名 可児市立蘇南中学校 

学 年 ３年 

氏 名 安藤 颯希 

パソコン統計グラフの部 入選 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン統計グラフの部 佳作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 講 評 

 部活動の卓球の試合に関して、大量なデータをもとに傾向を捉

えようとした意欲作です。 

サーブやスマッシュの来る位置を場所に分けてデータをとるな

ど、まとめ方の工夫がなされています。また、サーブがフォアー

に来た時とシュートに来た時という条件を分けてまとめたり、ミ

スを長さや方向でまとめたりするなど、さまざまな観点からまと

めることで、実践に役立つデータを得られています。 



作品名 ６人にひとり！？子どもの貧困 

学校名 大垣市立西中学校 

学 年 ２年 

氏 名 中西 美羽 

  パソコン統計グラフの部 佳作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン統計グラフの部 奨励賞 

作　　　　　品　　　　　名 学　　校　　名 学年 氏　　名

岐阜県　地震対策　迎えよう被害ゼロ地震 大垣市立東中学校 中１ 渡邉　実礼

税金と高齢化について 大垣市立江並中学校 中１ 安藤　奏名多
 


